
 
 

 
はじめに 
� 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。 
� 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 
� 本書の利用は、お客さまの責任において行われるものとします。 
� 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありまし

たら、お手数ですが、当社営業・代理店または、下記の CS センターまでご連絡ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Technical 
Information 
TI 04L01L07-03JA 

GateMODBUS の起動および 
通信テスト方法 

記載内容は、お断りなく変更することがあります。 TI 04L01L07-03JA 
2013.12.18 初版（YK）  

 

① GateMODBUSフォルダから、GateMODBUSプログラムを

起動します。 

※起動中の場合、一度 Gate-MODBUSプログラムを終了させ

てから再度起動してください。 

② GateMODBUSを立ち上げ、下記の『通信設定』タブを選びます。 

③ 使用するホスト（機材）に
チェック（青）を入れます。 
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④ 内容確認後、メニュー『テスト』のテスト実行
を選びます。 

⑤ 『テスト実行』を選択すると、下記のテスト実行ウィンドウが表示されます。 
この時点でタブ番号の部分をマウスでクリックします。 

上記のようにタグ番号

が赤色に変わり、実行

ボタンを押せるように

なります。 

⑥ この部分をマウスで左クリックします。 
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⑦ 実行ボタンを押すと、通信開始して数値が表示されます。 

『テスト実行』の際、タグ番号が表示されない場合は、下記の『タグ設定』タブ

のタグ番号欄の部分にチェック（青）を入れておく必要があります。 

使用するタグ番号に必ずチェックをいれます。 
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⑧ 下記のように数値が表示されれば完了です。 

ERROR表示が出る場合は、MODBUS転送時のデータタイプが合ってい

ない、または正常に通信できていないかのどちらかになります。機器と

の接続設定またはタグ設定タブ内のレジスタおよびデータタイプを確

認してください。 


